
第１報

第６回 教育・医療・福祉多職種多機関連携フォーラム

部活動の地域展開と子どもの育ち
―教育・医療・福祉・教育相談の連携で支える、

地域の学びと居場所―

主催：静岡大学教育学部

参加申し込み
下記 QR コードまたは

 URL から 参加申込サイト
にアクセスしてください 

https://x.gd/AiWV9

申し込み受付期間
10/13（火）〜12/10（木）

第6回は、「部活動の地域展開」をテーマに取り上げます。
子どもたちを取り巻く社会環境が変化する中、一人ひとりがスポーツや文化芸術に親しみ、多様な人々との関わりを通して、心豊かに成長で

きる機会を保障することが重要になっています。
部活動の地域展開は、学校が培ってきた教育的意義を受け継ぎ、地域の人材や資源を生かしながら、子どもの学びと育ちを社会全体で支える
取組です。その実現には、指導者や運営体制の整備に加え、心身の健康と安全の確保、経済状況や障害の有無などにかかわらず参加できる環
境づくりが求められます。また、子ども自身の声と意思を尊重し、暴力やハラスメント、性暴力から権利と尊厳を守ることも欠かせません。

本企画では、学校、地域の活動団体、医療・福祉・教育相談機関、行政、家庭の連携を通して、
豊かな体験と学びの機会を支える仕組みを考えます。

それぞれの専門性を生かし、子どもの変化や困りごとを受け止め、必要な支援につなぐために、多職種で学び合う場を提供します。
子どもたちの「やってみたい」という気持ちを大切にし、誰もが安心して挑戦できる地域をつくるために、このフォーラムが新たな気づきと

連携のきっかけとなることを願っています。
子どもの育ちを地域で支える仲間として、ともに学び、ともに考え、ともに行動していきましょう。多くのご参加をお待ちしております。

※高校生・中学生の参加者には静岡大学教育学部から参加証を発行いたします。

ー 午前 ー
● 開会行事9:30-

挨拶 静岡大学学長 日詰一幸

● 基調講演❶ 9:40-11:00
● 基調講演❷ 11:10-12:30

ー 午後 ー
● 課題別分科会：13:３0-15:50

※分科内容の詳細は裏面をご覧ください。

● 閉会：16:00

●問い合わせ先：教育・医療・福祉多職種・他機関連携プロジェクト事務局
mail： info.tasyokusyu.renkei.project@gmail.com

●参 加 費 ：無料 QRコード（mail）

後援（申請中）：静岡市教育委員会・浜松市教育委員会・静岡県教育委員会
共催：教育・医療・福祉多職種・他機関連携プロジェクト

静岡大学サステナビリティセンター https://www.sdgs.shizuoka.ac.jp/
ＤE＆I推進室 https://www.dei.shizuoka.ac.jp/

参加
資格

日時

開催
形態

2026.12/13（日）

9:30-16:00

事前申し込みが必要です。

「参加申込」は右の専用サイトから

静岡県コンベンションアーツセンター

グランシップ会議ホール・風
基調講演
分 科 会

：ハイブリット開催
：対面のみ

https://www.sdgs.shizuoka.ac.jp/
https://www.sdgs.shizuoka.ac.jp/
https://www.sdgs.shizuoka.ac.jp/


午前

９：００

９：３０ ●開会

９：４０～
１1：0０

●基調講演２
「学校部活動のこれから
－活動を支える場を学校のみから地域全体へ「主役は誰か」－」

●基調講演１
「特別支援学校における運動部活動の地域移行・展開のこれから
－多様な子どもたちの運動・スポーツ活動を保障していくために－」

１３：３０～
１５：５０

●受付

挨拶 静岡大学 学長 日詰一幸
フォーラム趣旨説明 教育学部長 鎌塚優子

プログラム詳細

講師 同志社大学スポーツ健康科学部 准教授 河西正博 氏
座長 静岡大学 教育学部 北澤 友美

講師 プランリンクRIR 代表 経営管理アドバイザー
岐阜県地域クラブ活動総括コーディネーター 岸田美也子 氏

座長 静岡大学 グロ－バル共創科学部 村田 真一

●分科会
午後 ①「地域で育む学びと体験―部活動の持続可能な仕組みづくり―」

話題提供者 静岡県教育委員会 健康体育課 参事 栗林 俊輔 氏
  沼津市、焼津市、掛川市、磐田市、浜松市のご担当者

コメンテーター・座長 静岡大学 グロ－バル共創科学部 村田 真一

②「誰もが安心して参加できる地域の活動へ ―健康・安全と多様性を支える連携―」
話題提供者 地域スポーツ・文化活動支援 NPO関係者等
コメンテーター 浜松市教育委員会 健康安全課 今井 麻衣

           座長 静岡大学 教育学部 出口奈緒子

③「部活動の地域展開後、学校は何を担うのか 
―学校の存在意義とこれからの役割を問い直す―」

話題提供者 山梨大学 教育学部 木島章文 氏
静岡県内中学校、高等学校教員

 コメンテーター・座長 静岡産業大学 特任教授 笠井 義明 氏

④「子どもの権利と居場所を守る ―人権尊重と相談支援のつながり―」
話題提供者 NPO法人ゆめ・まち・ねっと 代表 渡部達也 氏

 きみのスペースまんま 黒川彩子 氏
コメンテーター・座長  静岡大学 教育学部 村上 広美

⑤高校生・中学生セッション「高校生・中学生と考える、これからの部活動 ―私たちの
声でつくる地域の学びと居場所―」

 話題提供者 高校生・中学生

コメンテーター・静岡市教育委員会 主席指導主事 美松光輝
 座長 静岡大学 教育学部 中村 美智太郎

  
※高校生・中学生の参加者には静岡大学教育学部から参加証を発行致します。

１６：００

本フォーラムは特に次のSDGsの目標に貢献します。
Goal 3 あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し，福祉を促進する

会場 会場：グランシップ会議ホール・風

●閉会

１１：１０～
１２：３０

ハイブリット開催

対面開催

本事業は『静岡大学未来創成ビジョン』の
「G1:ソーシャルウエルネスの実現」個々の身体的、精神的、そして社会的に健康・健全で安心な社会の創生
「G2：レジリエント社会」自然的、社会的リスクに対してしなやかな社会的創造の構築に貢献します。
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